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1965, 鶴丸 1979など）や，それに基づく編年研究（千葉 1985, 白石 1993. 寺崎 1999, 寺崎









村1995. 裔倉2003, 山田2006,佐藤・役重2013. 赤井2016. 尾田2016など）。
なかでも，更新世の終末期に位置づけられている石器群．すなわち (a)忍路子型細石刃核
を中心とする石器群，（b)舟底形石器を中心とする石器群．（c)有舌尖頭器を中心とする石






る（山原］998. 寺崎2006, 山田 2006,佐久間2009など）c その一方で，遺跡の分布差や，黒
曜石の産地差などから，石器石材の異なる利用形態が予測されている（簗科 1993. 山原









全な把握は難しい。しかし，現在研究者によって若千の相違はあるものの，およそ 15~ 20 
2 
更新世終末期の北海道における石器伝材の獲得と消茂
の石器群が設定され． 3~4段階に区分されることが一般的である（寺崎2006. 1l IT 2006. 
佐久間 2009, 山原・寺崎2010などに第 1段階は，細石刃石器群が出現する前段階である。






近接する時期に併存する可能性が示唆されている（山原 1998. 寺崎2006. 山田 2006.佐久間
2009. 1l原・寺崎2010など）。そして．当該時期は放射性炭素年代測定の数値（およそ 13.000








に時間梵が想定されることがある（鶴丸 1979. 寺崎 1999など）。しかしながら．層位的に上
下関係を示す＃例は現状では認められず． また年代測定も極めて限られていることなどから．
本論においては細分を行わない3




究が活発化している（佐久間 2000. 笹島2000. Il}原1999a. 藤田 2007.藤山 2016など）。そ
の結果いわゆる［小型舟底形石器」は•般的な舟底形石器と同一の工程にふくまれ（藤山
2016. 山原 1999aなど）． また器体の端部より微小石刃を剥離することを日的と考える論考が


























































































































ずれかに属する可能性が考えられている （山原 1998,寺崎2006,山田 2006,佐久間2009など）。
本論では， このような論考をふまえ， （c)有舌尖頭器を中心とする石器群を独立した石器群と
して設定せず， 基本的には議論から除外する。 しかしながら， これまで（a)忍路子型細石刃
核を中心とする石器群ととくに強い結びつきが予測されてきた上白滝2遺跡 (sb-15)および




稲田 l遺跡（第 1地点）のスポット 4では，頁岩およびメノウを利用した長さ約 1.0~ 2.5cm. 
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0舟底形石器を中心とする石器群 1上白滝 5遺跡 2上白滝 2遺跡 4桜岡 5遺跡 8落合遺跡
9日新 F遺跡 10川西 C遺跡 14．南町 1遺跡 17．美利河 1遺跡
●忍路子型細石刃核を中心とする石器群 2．上白滝 2遺跡 3嵐山 2遺跡 5．吉井沢遺跡 6．東麓郷 2遺跡
7．居辺 17遺跡 1．香川遺跡 12.稲田 1遺跡 13.大空遺跡




石刃核を中心とする石器群が認められる大空遺跡や嵐山 2遺跡において，長さ約 5cm. 幅約
2cmと比較的小形の有舌尖頭器が確認されている (12,13. 24, 25)。他方で．これらの形態
に注目してみると，舌部が緩やかに内湾している (12,24, 25にまた，剥片を素材とし，周
縁に規則的な調整加工が施されている個体もみられる (24,25)。これに類似した特徴は，上
白滝2遺跡 (sb-15)や稲田 l遺跡の有舌尖頭器にもみられる (78,79, 94)。さらに，両石器
群の彫器にも，器体長軸に対し刃部が比較的鋭角であるという共通の特徴がみられる (4, 26. 
36. 37. 81. 82. 97, 98)。彫器の技術的特徴に関しては．石器群により異なる可能性が論じ





























なお， （a)忍路f石器群や (b)舟底形石器群に関する石材消費形態． また移動や居住をふ
くめた行動形態の研究は， これまでに複数存在する（赤井2005a.赤井2005b. 赤Jt2016．尾





















その結果（b)舟底形石器群に関しては．上l’li.-；5遺跡 (sb-6~ 11)．上白滝2遺跡 (sb-13).
桜岡 5遺跡落合遺跡， 日新F遺跡川西C・遺跡（スポット 17)，南町 1遺跡．美利河l遺
跡 (sb-15・ 16)が選定された（第2図）c
芙利河 l遺跡をのぞく遺跡が北海道の東部に位置する。また．上白滝5遺跡 (sb-6~ 11), 
上白滝2遺跡 (sb-13)，美利河 l遺跡 (sb-15・ 16)は石材の原産地の直近に立地する。前者
の二遺跡は黒曜石の産地である白滝に立地し，美利河 l遺跡は頁岩の産地である渡島半島に立
地する。一方で，南町 1遺跡，落合遺跡．川酉c遺跡（スポット 17). B新 F遺跡，桜岡 5
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1. 2. 12-15. 19:上白滝5遺跡 (sb-6~ 1) （長沼ほか（編）2002) 3. 5. 6:落合遺跡（山原（編）1999)




様の資料から窺い知れる（第 3l叉I-17. り~4 図 -19):
他方で．第 3[';(] -16をみると．母岩の f．部は 2つに分割され舟底形石器が製作されているの
に対し，下部からは縦lと剥片が剥離されてI,ヽるのが理解される：また， 第4Jc;(] -27も同様に，
Pl礫が2つに分割され．＿ヒ部からは舟底形石器が． ド部からは縦長剥片が生産されている 3 こ
のように． (ii)分割技術は． （ii)縦長剥片の連純的な梨作技術と母岩を共有する事例が複数
確認される（藤J]J2016)。
以卜が本石器群における石器の製作技術てある c なかでも．（ i) 両面調整における成形
技術からはほほ尖頭描のみが製作されるへまた他の裂作技術との母岩共有等はほとんど確
認されないなど．独立性の強い特徴が理解されるぐ―.}jで．， i)縦長剥片の連統的な製1技





















































































離されたと推測される（山原 1999a, 藤山 2016など）c また，剥離された微小石刃は．長さ約












































匡 上白滝 5遺跡 (sb-6-1) 
上白滝2遺跡 (sb-13) 美利河 1遺跡 (sb-15・ 16) 




゜ 10cm ／ごニミ 乙 (S=1/6) 






上白滝 2遺跡 (sb-13) 美利河 1遺跡 (sb-15・ 16) 
罰［＼〗 罰
18 sh 
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上白滝 5遺跡 (sb-6~ 11) 
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1-3 北沢（編）1992 4.8-11.23-30:山原（編）1999 5. 12-14．森内（編）1999 6. 15-19. 33-38友田ほか（編）2001























































微小石刃の生産が進められる (25~ 30)。さらに，落合遺跡の約 1.5km南に立地する川西 C




形な剥片石器の製作が行われたと考えられる (6. 15 ~ 19)。
他方で，南町 l遺跡では原石からの石器生産が認められる (4.49 ~ 52)。また，他の追跡
























その結果，上白滝2遺跡 (sb-15)，大関校庭遺跡 (B地点），吉井沢遺跡，居辺 17遺跡，稲田
1遣跡（第 1地点），大空遺跡，香川遺跡，嵐山 2遺跡，東麓郷2遺跡，キウス 5遣跡，オサ
ツ16遺跡 (B地IR)の1遺跡が分析対象として設定された（第2図）。
原産地の遺跡は．白滝に立地する上白滝2遺跡と，渡島半島に立地する大関校庭遺跡の2遺


























尖頭器 I 段階 1（粗割り）
















段階 l（石核調整） 段階2 段階3（調整）
I剥片石器 I
（素材生産）
孔10 9りO,→ → 
~g O 12 
8 公頴言 1 
゜ 10cm (S=l/6) 
I尖頭器 I 段階 1 段階 2（素材生産） 段階3（調整）（石核調整）
所迅g/J 1 3 → t,-： 14→闘りこ 15 = V 16 
・------------------------------------------------------------------------------------------
(ii)剥片剥離技術







1-4．．上白滝 2遺跡(sb-15)（長沼ほか（編）2001) 5-7.17-19:居辺 17遺跡（大矢（編）2001)
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~ 18Sh こ 19Sh 尋肩 21 Sh 

























































































22 "" 23こミ 24 
稲田 1遺跡
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1.2. 13-17. 31-36:末光ほか（編）2013 3-6. 28-30 :北沢・山原（編）1997 7. 25-27. 37-41 :佐藤・山田（編）2014
























が遺跡外へと持ち出されているのに対し，上白滝2遺跡 (sb-15) には 400点以上の未成品を
含む尖頭器が廃棄されている（長沼ほか（編）2001)。

















いる（第8図-22~ 24. 28 ~ 30)。器体の背面に．転礫の自然面が大きく残存する石器も認め
られる (24)。この転礫は，形状などから遺跡周辺の河床等で採取された可能性がある。 Jiで，
















蚊後に．細石刃の牛産に焦点を合わせる3 吉井沢遺跡や居辺 17遺跡では．直径約 10~
20cmの転礫から剥離された剥片を素材として，細石ガ核プランクが製作される（第 8図-37.






















稲田 l遺跡（第 1地点），吉井沢遺跡では，直径 10~20cm前後の転礫が採取され，各種石器
が生産される（第8図-2,28. 37, 46, 47)。このことから，在地石材の獲得を含めた一連の
石器製作が非原産地で成立していることが窺い知れる。他方で，石核や両面調整体の遺跡間の

























































l - -,h 0 50 l - - l km 
(a)忍路子型細石刃核を中心とする石器群 (b)舟底形石器を中心とする石器群
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Raw Material Procurement and Utilization at the 
End of the Pleistocene in Hokkaido, Japan: 
Through a Comparison of Several Assemblages 
OZAKI Sara 
The purpose of this paper is to examine raw material procurement. production. and 
distribution with regard to lithic assemblages at the end of the Pleistocene in Hokkaido. 
Through a comparison of raw material procurement and utilization of several lithic 
assemblages. and an examination of their differences. the author considers human behavior 
at the end of the Pleistocene. 
In recent years, scholars have paid more attention to behavioral patterns of human 
groups based on raw material procurement and distribution because of increasing evidence. 
Lithics were accumulated in assemblages that were both dominated by boat-shaped tools 
and by the Oshorokko-type micro-blade cores. Therefore, the author considers the 
production of lithics until their discard and demonstrates their spatial distribution around 
these lithic assemblages. 
The author first analyzes raw material procurement and the intensive production of 
lithics at quarries in a lithic assemblage dominated by boat-shaped tols. The lithics were 
carried to sites far away from the quarries and utilized thoroughly. After this, the exhausted 
lithics were discarded when visiting the quarries and new lithics were produced. This leads 
the author to an interpretation that human groups cyclically returned to quarries (e.g., 
Suzuki 2002) over a wide area spanning tens of hundreds of kilometers. 
On the contrary, in a lithic assemblage dominated by the Oshorokko-type micro-blade 
cores. the production of lithics was spread across sites far away from the quarries. Lithics 
were produced using fist sized cobbles and gravel from the quarries. The author thus 
interprets human behavior in a limited area. Therefore, on the one hand. while human 
groups utilized natural resources intensively in a cyclical fashion. on the other hand, they 
occasionally visited quarries and developed a heterogeneous production of lithics. 
Keywords: Pleistocene, Hokkaido, lithic assemblage, boat shaped tol, Oshorokko-type micro-
blade cores, mobility pattern 
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